
主催：　　　明治大学ビジネス・イノベーション研究所
　

明治大学ビジネス・イノベーション研究所
　　　第4回シンポジウム

●JR総武・中央線「御茶ノ水駅」　御茶ノ水出口　徒歩５分　●東京メトロ千代田線「新御茶ノ水駅」　B1・B5出口　徒歩6分

●東京メトロ半蔵門線「神保町駅」　A5出口　徒歩7分　　　●都営新宿線・都営三田線線「神保町駅」　A5出口　徒歩7分
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        明治大学ビジネス・イノベーション研究所；〈b.inove2007＠gmail.com〉

①氏名　②所属　③連絡先　を明記の上、参加申し込みの旨を記入の上、お送りください。尚、当日は定員になり次第、締め

切りとさせていただきますので、事前申し込みをされた場合でも、遅参された場合、入場ができないことがありますので、ご

了承ください。

「復興と日本の経済・経営の近未来　

　　弛まざる構想とイノベーション」

日　　時：2011年11月19日（土）開場　13：00　　開会　13：30　～　

会　　場：明治大学紫紺館3階S3・4(〒101-8301　千代田区神田駿河台1-1）

パネラー：橘川武郎（一橋大学大学院商学研究科教授）・植田和弘（京都大学大学院経済学研究科教授）

参 加 費：無料　ただし、定員100名（定員になり次第締め切らせていただきます）

シンポジウム趣旨

　2011年3月11日の東日本大震災は、地震を素因とする津波も発生し、多くの人命・生命を奪い、住宅

や工場・事業所を押し流し、インフラにも甚大な被害をもたらした。そして、震災後の復旧を遅らせてい

るのは、東電の福島第一原子力発電所のもたらしている放射能被害である。

　こうした事態は、我々に、基本的な課題を突き付けている。環境問題とエネルギー政策、私たちの暮ら

しと効率的で安定的なエネルギー政策、産業政策とエネルギー政策等々の基本的課題である。

　私たちの生活や産業の基本的なレベルでのイノベーションの方向や内容が問われていると言えよう。言

い換えれば、復興と日本経済・経営の近未来が問われているのである。

　原子力を含めた、あるいは含めない電源の最適なバランスは、喫緊の弛まざる構想とイノベーションの

課題であり、対象なのである。

　本シンポジウムでは、経済産業省の諮問機関である総合資源エネルギー調査会基本問題委員会の委員で

もある橘川武郎一橋大学大学院教授（専門；日本経営史・エネルギー産業論）と植田和弘京都大学大学院

教授（専門；環境経済学・国際財政学）をパネラーとしてお招きし、       明治大学ビジネス・イノベーシ

ョン研究所副所長佐々木聡教授（専門；経営史・企業者史）並びに所長藤江昌嗣教授（専門；統計学・経

済学）を交え、「復興と日本の経済・経営の近未来ー弛まざる構想とイノベーション」をテーマに、シン

ポジウムを開催する。

事前申し込み先

会場へのアクセス
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